
市
は
、
将
来
の
人
口
変
動
と
社
会

環
境
の
変
化
を
適
切
に
把
握
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
平
成
２２
年
度
の
国
勢
調
査

の
人
口
を
基
準
に
、
将
来
人
口
推
計

を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、
国
の
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
、
全
国
自
治
体
の
今
後

３０
年
間
の
将
来
人
口
推
計
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
山

手
西
や
同
志
社
山
手
な
ど
の
大
規
模

開
発
に
よ
る
人
口
流
入
と
い
う
地
域

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
独
自
制
度
と
し
て
子
育
て
支
援
医
療
費
助

成
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

現
在
、
入
院
外
（
外
来
）
の
医
療
費
助
成
の

対
象
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
で
す
が
、
８
月
か

ら
は
中
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。
新
た
に
対
象
と

な
る
人
に
は
、
受
給
者
証
を
７
月
末
に
郵
送
し

ま
す
。

【
追
加
と
な
る
対
象
者
】

平
成
１１
年
４
月
２
日
～
同
１４
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

【
問
合
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

６
月
１６
日
、
普
賢
寺
幼
稚

園
・
小
学
校
は
、
幼
・
小
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
田

植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
幼
稚
園

の
全
園
児
と
、
小
学
校
か
ら

は
５
年
生
。
地
域
の
協
力
で

６
０
０
㎡
の
田
ん
ぼ
が
準
備

さ
れ
、
み
ん
な
で
稲
を
植
え

付
け
ま
し
た
。
苗
は
、「
満

月
も
ち
」
と
呼
ば
れ
る
も
ち

米
で
、
１０
月
の
収
穫
の
後
、

給
食
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。ぬ

る
ぬ
る
と
し
た
泥
の

感
触
が
気
持
ち
良
い
の
か
、

次
々
に
ど
ろ
ん
こ
姿
に
な
る

子
ど
も
た
ち
。
農
作
業
を
楽

し
く
体
験
し
ま
し
た
。

の
特
殊
要
因
を
市
独
自
に
加
味
し
て

推
計
し
ま
し
た
。

同
調
査
で
は
、
平
成
２２
年
か
ら
同

５２
年
ま
で
の
３０
年
間
に
つ
い
て
、
５

年
ご
と
の
人
口
を
推
計
し
て
い
ま

す
。そ

の
結
果
、
全
国
や
京
都
府
下
で

多
く
の
自
治
体
が
人
口
減
少
に
転
じ

る
中
、
本
市
で
は
大
規
模
開
発
に
伴

う
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
人
口

流
入
が
続
き
、
今
後
も
順
調
に
増
加

し
、
平
成
３７
年
に
約
７
万
７
千
人
に

達
し
た
後
、
緩
や
か
な
減
少
に
転
じ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
区
分
別
の
構
成
比
で

は
、
１４
歳
ま
で
の
年
少
人
口
は
１０

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
、
１５
～
６４
歳
の

生
産
年
齢
人
口
は
、
６０
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
で
推
移
し
ま
す
。
一
方
、
６５
歳

以
上
の
老
年
人
口
は
年
々
増
加
し
、

平
成
５２
年
に
は
３０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
、
市
民
の
約
３
人
に
１
人
が
高

齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

企
画
調
整
室
（
☎
６４
・
１
３
２
０
）

【高齢化率とは】
京田辺市の総人口のうち、65歳以上の人が占める割合を表す
数値です。

６
月
１６
日
、
普
賢
寺
幼
稚

園
・
小
学
校
は
、
幼
・
小
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
田

植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
幼
稚
園

の
全
園
児
と
、
小
学
校
か
ら

は
５
年
生
。
地
域
の
協
力
で

６
０
０
㎡
の
田
ん
ぼ
が
準
備

さ
れ
、
み
ん
な
で
稲
を
植
え

付
け
ま
し
た
。
苗
は
、「
満

月
も
ち
」
と
呼
ば
れ
る
も
ち

米
で
、
１０
月
の
収
穫
の
後
、

給
食
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。ぬ

る
ぬ
る
と
し
た
泥
の

感
触
が
気
持
ち
良
い
の
か
、

次
々
に
ど
ろ
ん
こ
姿
に
な
る

子
ど
も
た
ち
。
農
作
業
を
楽

し
く
体
験
し
ま
し
た
。
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【
対
象
】

下
表
の
と
お
り

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
な
く
し
た
人
や
、
４

月
２１
日
以
降
に
本
市
に
転
入
し
、
ほ
か
の
市

区
町
村
が
発
行
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
診
内
容
】

乳
が
ん
検
診
＝
問
診
・
視
触
診
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ

子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
問
診
・
内
診
・
細
胞

診
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
に
は
子
宮
体
が

ん
検
診
も
行
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
＝
問
診
・
免
疫
便
潜
血
検

査
（
２
日
法
）

【
受
診
方
法
】

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封
し
た
案
内
を
よ

く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
忘
れ
た
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

【
受
診
期
限
】

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
平
成
２７
年

２
月
２８
日
㈯

大
腸
が
ん
検
診
＝
１２
月
２０
日
㈯

平
成
２１
～
２５
年
度
に
市
の
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
次
の
年
齢

の
人
は
、
今
年
度
に
限
り
、
無
料
で
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

乳
が
ん
検
診
＝
▼
昭
和
４３
年
４
月
２
日
～

同
４７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
３８
年
４
月

２
日
～
同
４２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
３３

年
４
月
２
日
～
同
３７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼

昭
和
２８
年
４
月
２
日
～
同
３２
年
４
月
１
日
生

ま
れ子

宮
頸
が
ん
検
診
＝
▼
昭
和
６３
年
４
月
２

日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼
昭
和
５８

年
４
月
２
日
～
同
６２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▼

昭
和
５３
年
４
月
２
日
～
同
５７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
▼
昭
和
４８
年
４
月
２
日
～
同
５２
年
４
月

１
日
生
ま
れ

場
所
＝
市
内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
＝
５５
歳
以
上
（
昭
和
３５
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
）
の
男
性

内
容
＝
問
診
・
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
）費

用
＝
５
０
０
円

平
成
２６
年
度
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
・

生
活
保
護
世
帯
・
中
国
残
留
邦
人
等
支
援

給
付
金
受
給
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
は
が
き
か
４
月
１
日
発
行

の
「
各
種
検
（
健
）
診
・
相
談
事
業
の
お

知
ら
せ
」
に
付
い
て
い
る
申
込
書
に
、「
前

立
腺
が
ん
検
診
希
望
」・
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

受
診
期
限
＝
１０
月
３１
日
㈮

市
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
へ
、
平
成
２６
年

度
の
保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
今
月
は
被
保
険
者
証
や
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
月
で
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書
・
被
保
険
者
証
な
ど
が
届
い
た

ら
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法
や
軽
減
措
置
は
、左
図
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

後期高齢者医療に加入する市民税非課
税世帯の人は、入院時の食事代などの負
担額が減額されます。入院や高額な外来
診療を受診する時は、事前に申請し「後
期高齢者医療限度額適用・標準負担額減
額認定証」の交付を受けてください。
また、現在発行している「後期高齢者
医療限度額適用・標準負担額減額認定証」
の有効期限は 7 月 31 日です。平成 25
年中の所得状況を基に審査し、引き続き
対象となる人には 8月 1日から使用でき
る認定証を 7月中に郵送します。

今月は後期高齢者医療の被保険者証の
切り替え月です。市は、同制度の加入者
へ、8月 1日から使用できる被保険者証
を 7月中に郵送します。
被保険者証が届いたら、住所・氏名・
生年月日・一部負担金割合（医療機関で
の窓口負担割合）などの内容を確認して
ください。一部負担金割合は、平成 25
年中の収入状況により判定しますので、
現在の被保険者証に記載された割合から
変更となる場合があります。
なお、現在の被保険者証は、8月 1日
以降は使用できませんのでご注意くださ
い。

消防本部は、みなさんが縁日などの催しを
安全に安心して楽しめるよう、市火災予防条
例を改正します。
8月からは、花火・縁日・祭りなど多くの
人が集まるイベントで火気を使用する場合は
「消火器の設置」が、火気器具を使う露店を
開設する場合は「消火器の設置」と「消防署
への届け出」が義務付けられます。
問合せ先＝消防本部予防課（☎ 63-7826）

市
は
、市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）

の
加
入
者
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査

と
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
現
れ

た
時
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診

案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
受
診
し

て
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。場

所
＝
指
定
医
療
機
関

対
象
＝
市
国
保
に
加
入
す
る
４０
～
７４

歳
（
昭
和
１４
年
８
月
１
日
～
同
５０
年
３

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
人

市
国
保
加
入
者
対
象
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

健
診
項
目
＝
問
診
・
身
体
計
測
・
尿

検
査
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
心
電

図
検
査
・
医
師
に
よ
る
診
察
。
医
師
が

必
要
と
認
め
た
人
の
み
眼
底
検
査

費
用
＝
無
料

受
診
期
限
＝
８
月
３０
日
㈯

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
医
療
課
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）
▼
健
康
推
進
課
（
☎

６４
・
１
３
３
５
）

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

７
月
は
、
対
象
者
に
交
付
し
て
い

る
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
月

で
す
。更
新
手
続
き
を
し
た
人
に
は
、

７
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い

受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
受
給
し
て
い
て
手
続
き
が
ま

だ
の
人
や
、
新
た
に
対
象
と
な
る
人

は
、
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

福
祉
医
療
費
の
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
認
定
証
を
持
つ
人
は
、
同
認
定

証
も
更
新
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

同
認
定
証
が
必
要
な
人
や
、
収
入
の

減
少
な
ど
で
新
た
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
７
月
３１
日
㈭
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象
】

老
人
医
療
＝
６５
～
６９
歳
・
昭
和
１９

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
７０
歳

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
所
得
税
非
課
税
世
帯

②
一
人
暮
ら
し

③
全
員
が
６０
歳
以
上
の
世
帯

②
③
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

障
害
者
医
療
＝
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
持
っ
て
い
る
▼
療
育
手
帳
Ａ

相
当
を
持
っ
て
い
る
▼
療
育
手
帳
Ｂ

１
と
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
持
っ

て
い
る
▼
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、

障
害
者
基
礎
年
金
１
級
ま
た
は
２
級

を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
＝
ひ
と
り
親

家
庭
で
、
平
成
２７
年
３
月
末
現
在
１８

歳
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

＊
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は

血
液
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
で
作
ら
れ

る
た
ん
ぱ
く
質
）
を
測
る
検
査
で
す
。
Ｐ

Ｓ
Ａ
の
値
は
前
立
腺
が
ん
の
ほ
か
、
前
立

腺
肥
大
症
や
前
立
腺
炎
で
も
高
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
基
準
値
を
超
え
た
場
合

は
、診
断
を
確
定
す
る
た
め
精
密
検
査（
有

料
）
が
必
要
で
す
。

＊
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

精
密
検
査
に
は
、
直
腸
出
血
や
感
染
症

な
ど
の
合
併
症
を
伴
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は

医
療
機
関
を
受
診
し
、
検
査
や
治
療
の
方

針
に
つ
い
て
、
泌
尿
器
科
専
門
医
と
十
分

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
を

対
象
に
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検

診
手
帳
を
６
月
末
に
郵
送
し
ま
し
た
。

無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ
の
機
会
に
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
１
日
か
ら
、
平
成
２６
年
７
月

～
同
２７
年
６
月
分
の
免
除
・
猶
予
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
難
し
い
人
は
、
申
請
し

承
認
さ
れ
る
と
、
納
付
を
免
除
・
猶

予
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
は
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
せ
ず
未
納
の
ま
ま
で
い
る

と
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
免
除
・
猶
予
の
継
続
審
査

対
象
者
以
外
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

な
お
、
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
に
比
べ
て
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
免
除
制
度
】

対
象
＝
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
で
、

次
に
該
当
す
る
人

▼
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
▼
失
業
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

免
除
額
＝
全
額
・
４
分
の
３
・
半

額
・
４
分
の
１

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

対
象
＝
２０
歳
以
上
３０
歳
未
満
で
、

次
に
該
当
す
る
人

▼
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
▼
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
）
▼
印
鑑
▼
平
成
２４
年
１２
月
３１

日
以
降
に
退
職
し
た
人
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
か
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど

１
月
２
日
以
降
の
転
入
者
は
、
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村

が
発
行
す
る
平
成
２６
年
度
所
得
・
課

税
証
明
書
か
非
課
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

7 月は、法務省が唱える社
会を明るくする運動の強調月
間です。
今年で 64 回目となる同運
動は、犯罪や非行の防止と、
罪を犯した人たちや非行をし
た少年たちの更生について理
解を深め、力を合わせて明る
い社会を築こうとするもので

す。
6 月 13 日、市社会を明る
くする運動推進委員会副委員
長と委員が市役所を訪れ、同
運動への協力を求める法務大
臣からのメッセージを石井市
長へ手渡しました。
問合せ先＝人権啓発推進課

（☎ 64-1336）

市
は
、
７
月
か
ら
新
た
に
前
立
腺
が

ん
検
診
を
始
め
ま
す
。

高
齢
化
や
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど

で
、
５０
歳
以
上
の
男
性
に
前
立
腺
が
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。
初
期
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

初
期
の
う
ち
に
見
つ
か
れ
ば
、
治
る
確

率
が
高
い
が
ん
で
す
。



中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

は
、
せ
せ
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
き

ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
・
団
体
が
、
楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て
、

み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
▼
７
月
１９
日
㈯
午
後
６
時
～
９
時

▼
２０
日
㈰
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

場
所
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
▼
１９
日
…
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
社
交
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
▼
２０
日
…
発
表
（
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
・
バ
ト
ン
・
３
Ｂ
体
操
な
ど
）・
体
験
（
太

極
拳
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
な
ど
）・
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
６４
・
８
８
１
０
）
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市
と
田
辺
警
察
署
は
、
京
田
辺
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
サ
マ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
を

開
き
ま
す
。

身
近
に
起
こ
る
交
通
事
故
や
自
転
車

の
乗
り
方
を
学
び
、
安
全
・
安
心
と
は

何
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
下
表
の
と
お

り
対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、
す
べ
て
の

回
に
参
加
で
き
る
小
学
校
４
～
６
年
生

定
員
＝
２０
人
。
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
「
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
サ
マ
ー
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
申
込
」・

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
性
別
・
学
校
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
し
め
き
り
＝
７
月
２０
日
㈰
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署
交

通
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
２
京
田
辺

市
興
戸
小
モ
詰
１
、
☎
６３
・
０
１
１
０
）

キララ商店街事業協同組合
は、キララフェスティバル
2014を開きます。
夏祭りには欠かせない模擬
店のほか、ビンゴ大会（中学
生以下先着 500 人）などお
楽しみが盛りだくさん。キラ
ラ商店街で夏の思い出をつく
りませんか。
京田辺観光大使・キララ
ちゃんをはじめ各地のご当地
キャラの出演もあります。
【日時】
7 月 5 日㈯午後 4 時～ 9
時
【場所】
近鉄新田辺駅東口すぐ（キ
ララ商店街）
【タイムスケジュール】
右図のとおり
【問合せ先】
キララフェスティバル実行
委員会事務局・田原（☎ 63-
5267、☎ 090-8827-9666）

大
住
・
普
賢
寺
児
童
館
は
、
親
子
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
家
庭
で

も
で
き
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
、
親
子
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
９
月
９
日
㈫
～
１２
月
５
日
㈮

場
所
・
対
象
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

定
員
＝
各
回
２０
人

多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参
加
の
人

を
優
先
し
、
７
月
２２
日
㈫
に
抽
選
し
ま

す
。申

込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用

に
参
加
希
望
ク
ラ
ス
（
曜
日
と
午
前
か

午
後
）・
住
所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
子
ど
も
の
性
別
と
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住
所
・
氏
名

を
書
い
て
、
希
望
す
る
児
童
館
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

初
め
て
参
加
す
る
人
は
「
初
め
て
参

加
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か

の
児
童
館
で
参
加
し
た
人
は
「
初
め
て

参
加
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
両
児
童
館

へ
重
複
し
て
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効

で
す
。

し
め
き
り
＝
７
月
１６
日
㈬
（
当
日
消

印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
大
住
児
童
館

（
〒
６
１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市
大

住
内
山
７
、
☎
６８
・
２
２
２
５
）
▼
普

賢
寺
児
童
館
（
〒

６
１
０
・
０
３
２
３

京
田
辺
市
水
取
門

田
６
・
３
、
☎
６５
・

０
１
５
３
）

市
は
、
市
民
活
動
は
じ
め

の
一
歩
実
践
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

「
自
主
的
で
営
利
を
目
的

と
し
な
い
社
会
貢
献
活
動
を

始
め
た
い
」
と
い
う
人
の
た

め
に
、
市
民
活
動
の
意
義
や

事
業
計
画
案
の
作
り
方
な
ど

の
こ
つ
を
、
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
＝
下
表
の
と

お
り場

所
＝
中
央
公
民
館

４
回
目
は
バ
ス
で
施
設
を

見
学
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
で
、

す
べ
て
の
回
に
参
加
で
き
る

人
定
員
＝
２０
人

初
め
て
の
人
を
優
先
し
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。
結
果
は
７
月
１８
日
㈮
以

降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
「
は
じ
め
の
一

歩
実
践
講
座
受
講
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名･

学
年
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
１７
日
㈭

（
必
着
）

申

込･

問

合

せ

先
＝
市
民
参
画
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

市
は
、
ま
ち
の
発
展
や
豊
か

な
自
然
を
体
感
す
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
京
田
辺
へ
の
愛
着
や

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
魅
力
・

発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
き
ま

す
。平

成
２８
年
度
開
通
予
定
の
新

名
神
高
速
道
路
の
工
事
現
場
見

学
や
、
ス
イ
カ
の
収
穫
体
験
を

行
い
ま
す
。
夏
の
思
い
出
に
ま

ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん

か
。日

時
＝
８
月
５
日
㈫
午
前
９

時
～
午
後
０
時
３０
分
。
雨
天
中

止

集
合
時
間
・
場
所
＝
午
前
９

時
・
市
役
所

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
小

学
校
３
～
６
年
生
と
保
護
者
。

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

内
容
＝
▼
新
名
神
高
速
道
路

事
業
工
事
現
場
（
大
住
）
の
見

学
▼
普
賢
寺
の
畑
で
ス
イ
カ
の

収
穫
体
験
▼
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い

の
駅
で
ス
イ
カ
の
試
食
・
買
い

物
な
ど

帽
子
・
飲
み
物
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

定
員
＝
２０
人
。
多
数
の
場
合

は
抽
選
し
ま
す

費
用
＝
１
人
３
０
０
円
。
小

玉
ス
イ
カ
の
お
土
産
あ
り

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
「
魅
力
・
発
見
バ
ス

ツ
ア
ー
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
、
返
信
用
に
代
表
者

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で

し
め
き
り
＝
７
月
１５
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
秘
書
広

報
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、 

☎
６４
・

１
３
２
０
）

市
は
、
市
内
で
非
営
利
、
公

共
・
公
益
的
に
活
動
す
る
団
体

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
ま
す
。

あ
な
た
の
団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
、

活
動
の
拡
大
な
ど
に
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
団
体
＝
次
の
す
べ
て
に

該
当
し
、
主
に
市
内
で
活
動
す

る
３
人
以
上
で
つ
く
る
団
体

▼
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
福

祉
・
観
光
・
環
境
の
保
全
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
▼
居
住

地
に
関
わ
ら
ず
入
会
で
き
る
▼

営
利
、
政
治
・
宗
教
活
動
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
な
い

内
容
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
団
体
（
代
表
者
）
名
・
所

在
地
・
活
動
内
容
・
会
員
数
な

ど
を
掲
載
し
ま
す

申
込
方
法
＝
市
民
参
画
課
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参

画
課
（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

市
は
、
衣
・
食
・
住
生
活
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
消
費
生
活
の
基
礎
知
識
を
習

得
す
る
消
費
者
力
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
を
開
き
ま
す
。

受
講
後
、
希
望
者
が
５
人
集
ま
れ

ば
、
㈶
日
本
消
費
者
協
会
が
行
う
第
１１

回
消
費
者
力
検
定
試
験
を
団
体
受
験
し

ま
す
。

【
消
費
者
力
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
】日

に
ち
＝
８
月
２１
日
㈭
・
２６
日
㈫
・

２８
日
㈭

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
人

講
師
＝
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
三

室
久
枝
さ
ん
・
N
P
O
法
人
消
費
者

情
報
ネ
ッ
ト
の
石
原
純
子
さ
ん

定
員
＝
３５
人
。
す
べ
て
の
回
に
参
加

で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す

参
加
費
＝
無
料

参
加
者
に
は
「
消
費
者
力
検
定
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
」
を
差
し
上
げ
ま
す

申
込
方
法
＝
は
が
き
か
℻
、
電
子

メ
ー
ル
・
電
話
で
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
保
育
の
有
無
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い保

育
は
、
６
カ
月
以
上
の
子
ど
も
に

限
り
ま
す
。

し
め
き
り
＝
８
月
１
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
９
、
℻

６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sangyo@kyotanabe.jp

）

京
田
辺
市
民
文
化
祭
実
行

委
員
会
は
、
１１
月
１
日
㈯
・

２
日
㈰
に
行
う
市
民
文
化
祭

の
標
語
と
、
展
示
・
模
擬

店
・
出
演
者
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。

【
標
語
】

募
集
内
容
＝
市
民
文
化
祭

を
一
層
盛
り
上
げ
、
機
運
を

高
め
る
標
語
。
１
人
３
点
ま

で
。
句
読
点
は
不
要
で
す

賞
＝
▼
最
優
秀
賞
（
１

点
）。
Ｐ
Ｒ
の
た
め
チ
ラ
シ

な
ど
に
掲
載
し
ま
す
▼
優
秀

賞
（
２
点
）

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
を

持
参
・
℻
す
る
か
、
は
が
き

に
標
語
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

【
展
示
・
模
擬
店
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
・
舞
台
出
演
】

申
込
方
法
＝
申
込
書
を
次

の
と
お
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
▼
区
・
自
治
会
の
サ
ー
ク

ル
や
子
ど
も
会
な
ど
…
各

区
・
自
治
会
の
文
化
協
会
の

支
部
長
▼
そ
の
ほ
か
の
団
体

…
同
実
行
委
員
会
事
務
局

【
申
込
書
な
ど
の
配
布
場

所
】中

央
公
民
館
、
北
部
・
中

部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図

書
館【

し
め
き
り
】

７
月
２６
日
㈯
（
必
着
）

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

京
田
辺
市
民
文
化

祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
中
央
公
民
館
内
、
〒

６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺

市
田
辺
丸
山
２
１
４
、
☎

６２
・
２
５
５
２
、
℻
６２
・

２
５
１
９
）

市
と
椿
本
チ
エ
イ
ン
は
、「
夏

休
み
親
子
工
場
見
学
会
」
を
開

き
ま
す
。

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
使
わ
れ
て
い
る
「
チ
ェ
ー

ン
」。
産
業
用
チ
ェ
ー
ン
で
世

界
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
を
誇
る
工
場

で
、
チ
ェ
ー
ン
の
秘
密
に
迫
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
に
ち
】

８
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
１
時

【
集
合
時
間
・
場
所
】

▼
午
前
８
時
３０
分
・
Ｊ
Ｒ
京

田
辺
駅
▼
午
前
８
時
４０
分
・
市

役
所集

合
場
所
か
ら
は
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。
送
迎
バ
ス
以
外
で

の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
対
象
】

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
と

保
護
者
。
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す

【
内
容
】

「
チ
ェ
ー
ン
」
が
で
き
る
ま

で
を
学
ぶ
・「
チ
ェ
ー
ン
」
の

組
み
立
て
体
験
・
工
場
の
食
堂

で
昼
食
を
試
食
（
無
料
）

【
定
員
】

各
日
４０
人
。
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
全
員
に
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

【
参
加
費
】

無
料

【
申
込
方
法
】

産
業
振
興
課
に
あ
る
申
込
書

か
℻

・

は
が
き
に
、
見
学
希
望

日
（
６
日
・
７
日
・
ど
ち
ら
で

も
可
）・
住
所
・
保
護
者
の
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
と
続
柄
・
児

童
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
と
性

別
・
学
校
名
と
学
年
・
電
話
番

号
・
希
望
の
集
合
場
所
（
Ｊ
Ｒ

京
田
辺
駅
・
市
役
所
）
を
書
い

て
、
㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン
京
田
辺

工
場
・
夏
休
み
工
場
見
学
会
事

務
局
（
〒
６
１
０
・
０
３
８
０

京
田
辺
市
甘
南
備
台
一
丁
目

１
・
３
、
℻
６４
・
５
２
０
１
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
し
め
き
り
】

７
月
１５
日
㈫
（
当
日
消
印
有

効
）【

問
合
せ
先
】

㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン
京
田
辺
工

場
・
夏
休
み
工
場
見
学
会
事
務

局
（
☎
６４
・
５
０
０
２
）
▼
産

業
振
興
課
（
☎
６４
・
１
３
１
９
）

内容・講師時間日にち回

午前9時30分～
午後3時30分

8月 2日㈯ 開講式・講演「市民活動とは何か」
参加者同士で互いをよく知る

8月 23日㈯

9月 13日㈯

11月 29日㈯

1

2

3

4

5

地域の課題をさぐる、できることを考える
グループで活動計画を作ってみよう

現地見学・意見交換
活動計画発表会に向けての準備

活動計画を完成させよう

活動計画発表会・閉講式

10月 4日㈯

午前9時30分～
正午

発見 !! 京たなべ発見 !! 京たなべ
好きスキ好きスキ

大勢の来場者で賑わいました
（昨年の様子）

輪
投
げ
を
楽
し
む
来
場
者
（
昨
年
の
様
子
）

【
消
費
者
力
検
定
試
験
】

日
時
＝
１１
月
７
日
㈮
午
前
１０

時
～
１１
時

場
所
＝
市
役
所

受
験
料
＝
１
千
９
０
０
円
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経済ｾﾝｻｽ ･ 商業統計
総務省・経済産業省は、７月１日

に経済センサス・商業統計調査を行
います。調査員が調査票の回収のた
め、対象事業所を訪問しますので、
提出をお願いします問総務室（☎
64-1337）

サマージャンボ宝くじ
販売期間＝ 7 月 4 日㈮～ 25 日㈮

▼サマージャンボ宝くじ（１等＝ 4
億円× 26 本）▼サマージャンボミ
ニ 6000 万（１等＝ 6,000 万円×
90 本）。抽選日は 8 月 5 日㈫。宝
くじの収益金は、市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます問

（公財）京都府市町村振興協会（☎
075-411-0200）

高齢者保健福祉計画
委員会の傍聴
7 月 24 日㈭ 14 時から、市役所

305 会議室 市内に在住する人。
市の高齢者・介護サービスの利用者
や家族 高齢者保健福祉計画アン
ケートの結果など 10 人。多数の
場合は抽選 7 月 23 日㈬ 17 時ま
でに☎問高齢介護課（☎ 64-1373）

市立・私立幼稚園
保育料の減免制度
市立・私立幼稚園の保険料減免制

度の申請期限は 7 月 11 日㈮です。
対象者で申請がまだの人は、各幼稚
園にある申請書に必要書類を添え、
通園する幼稚園に提出問学校教育課

（☎ 64-1392）

市・府民税
第 1 期分の納付月
市・府民税は、前年中に一定の所

得があった人に課されます。納期は
7・9・11 月と翌年 1 月の年 4 回です。
口座振替・自動払込は、7 月 31 日
㈭が振替日です。7 月 30 日㈬まで
に登録口座の預貯金残高の確認をお
願いします。納期限内に納付がない
場合は、各納付月の翌月に督促状を
発送します。督促状を発送した際は、
督促手数料 200 円を加算し、延滞
金を徴収することもあります。また、
広域連合「京都地方税機構」が滞納
分の徴収を行います問税務課（☎
64-1318）

市税納付はコンビニで
固定資産税・都市計画税、市・府

民税、軽自動車税、国民健康保険税
は、コンビニエンスストアで納付で
きます（バーコード印字の納付書の
み。納付通知書の注意点を確認して
ください）問税務課（☎ 64-1318）

いきいきふれあい事業
7 月 27 日㈰ 7 時 50 分、市役所

集合 ひとり親家庭の親子 行き先
＝若狭湾。ちくわ作りなど 先着
40 人 大人 3,000 円。小・中学生
1,000 円。 幼 児 500 円 7 月 10
日㈭までに☎問綴喜連合母子会▼金
谷（☎ 62-5599）▼梁間（☎ 075-
981-5761）

車いす介助・
紙すきふれあい体験
7 月 15 日㈫ 13 時 30 分～ 16 時、

府立洛南寮 市内に在住・在勤する
人 車いすの操作・紙すき体験など

無料 7 月 11 日㈮までに☎問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

夏期くらしの資金
貸し付け
一時的に生活・療養資金などが必

要な人のための、くらしの資金貸付
制度 本市に住民登録し 1 年以上
居住している世帯主。くらしの資金
や公的貸付金などの償還が済んでい
ない人・生活保護の受給者を除く
1 世帯 10 万円以内 7 月 14 日㈪
～ 18 日㈮に来庁問社会福祉課（☎
64-1371）

ひだまりの会
7 月 22 日㈫ 13 時 20 分～ 15 時

30 分、府立洛南寮 市内に在住す
る高齢者 交流会・カラオケなど
無料 7 月 17 日㈭までに☎問社会
福祉協議会（☎ 62-2222）

介護の広場
7 月 29 日㈫ 10 時～ 15 時 30 分、

社会福祉センター ▼認知症サポー
ター養成講座 先着 35 人▼介護の
実技講座 先着 20 人▼脳活性化プ
ログラム（臨床美術）体験 先着
20 人▼介護相談・配食サービスの
試食など ☎で申し込み問社会福祉
協議会（☎ 62-2222）

献血にご協力を
7 月 29 日㈫▼ 10 時～ 11 時 30

先着 16 人 600 円 7 月 15 日㈫
までに☎問▼京田辺ネットワークの
会かがやき・米田（☎ 090-3825-
8348）

和太鼓入門講座
7 月 30 日 ㈬ 9 時 30 分 ～ 11 時

30 分、中央公民館 市内に在住す
る人 講師＝日本太鼓連盟評議員一
級公認指導員の富治林浩さん 10
人。多数の場合は抽選 無料 往復
はがきに住所・氏名・年齢・☎を書
いて、7 月 15 日㈫までに郵送問社
会福祉協議会（〒 610-0332 京田
辺市興戸犬伏 5-8、☎ 62-2222）

なかよしクラブ
▼陶芸教室＝ 7 月 28 日㈪・29

日㈫ 小学生 各回 30 人▼木工教
室＝① 8 月 4 日㈪ 小学校 1 ～ 3
年生 25 人② 8 月 5 日㈫ 小学校
4 ～ 6 年生 20 人▼ステンドグラ
ス教室＝ 8 月 7 日㈭・8 日㈮ 小学
校 5・6 年生 各回 10 人。いずれ
も 13 時 30 分～ 15 時 30 分、普賢
寺児童館。ステンドグラス教室は、
16 時 30 分まで 往復はがきの往信
用に希望教室と日程・住所・氏名・☎・
学校名と学年を書いて 7 月 16 日㈬
までに郵送。1 枚につき 1 教室まで。
多数の場合は抽選問普賢寺児童館

（ 〒 610-0323 京 田 辺 市 水 取 門 田
6-3、☎ 65-0153）

もどり場・だんだん
7 月 16 日㈬ 10 時～ 16 時、中部

住民センター 子どもや孫を持つ人
交流会や高橋圭子さんのお話

300 円 ☎で申し込み問 NPO 法人
そよかぜ子育てサポート（☎ 62-
9672）

親子体操
７月 16 日㈬ 10 時～ 11 時 15 分、

中部住民センター 2・3 歳児と保
護者 指導＝ジュニアスポーツ指導
員の山本ゆみ子さん。ボール・なわ
とび・上靴・タオル・水筒を持参
無料問草内民生児童委員協議会・橋
本（☎ 63-2582）

おばあちゃんの知恵袋
8 月 6 日㈬ 10 時 15 分～ 12 時、

女性交流支援ルーム 小学校 3 年
生以上と保護者など 端切れ布でポ
ケットティッシュケース作り 先着
5 組 1 人 100 円 7 月 18 日㈮
10 時以降に☎問女性交流支援ルー
ム（☎ 65-3709）

赤ちゃんふれあい体験
7 月 22 日 ㈫ 9 時 30 分 ～ 11 時

30 分、子育てひろば「てふてふ」
市内に在住する中学生 乳幼児と

触れ合い、接し方を学びます 10
人 はがきか封書に「思春期育児体
験希望」・氏名・生年月日・住所・☎・
学校名・保護者が了解し「思春期体
験事業に参加することを了解しま
す」・保護者氏名を書いて、7 月 18
日㈮までに郵送問子育て支援課（☎
64-1377）

国際交流
ふれあい料理プラザ
8 月 3 日㈰ 10 時～ 14 時、中央

公民館 トルコの家庭料理。エプロ
ン・三角巾などを持参 先着 10 人

1,000円 7月25日㈮までに☎。
小学生以下は入室できません問京田
辺国際交流協会事務局（市民参画課
内、☎ 64-1314）

映画鑑賞会「風立ちぬ」
7 月 26 日㈯ 13 時 30 分から（開

場は 13 時）、中央公民館 「風立
ちぬ」を上映 先着 250 人 無料
問文化協会（☎ 62-2552）

けいはんな
ロボット工作教室
8 月 18 日㈪・19 日㈫・21 日㈭・

22 日㈮。いずれも 13 時 30 分～
16 時、けいはんなプラザ（精華町）

京田辺市・木津川市・精華町に在
住し、すべての回に参加できる小学
校 5 年生～中学生 ロボットをプ
ログラミング 45 人 無料 往復
はがきの往信用に氏名（ふりがな）・
性別・学校名と学年・住所・保護者
氏名（ふりがな）・☎を、返信用に
住所・氏名を書いて、7 月 28 日㈪（必
着）までに郵送問「ロボット教室」
事務局（㈱けいはんな内、〒 619-
0237 精華町光台一丁目 7、☎ 95-
5034）

市民歌謡発表会
出場者を募集
9 月 14 日㈰ 10 時～ 17 時、中央

公民館 市内に在住・通勤・通学す
る人 歌謡曲の発表 2,000 円。
弁当あり 申込書を 7 月 31 日㈭ま
でに文化協会（中央公民館内）へ持
参問文化協会歌謡連盟・狩野（☎
62-2446）

京都サンガ F.C. 
ホームゲームに招待
① 7 月 26 日㈯ 19 時から、対ア

ビスパ福岡戦② 8 月 3 日㈰ 19 時か
ら、対水戸ホーリーホック戦③ 8
月 17 日㈰ 19 時から、対大分トリ
ニータ戦。いずれも西京極総合運動
公園陸上競技場兼球技場（京都市）

各 10 組（自由席） 無料 往復
はがきの往信用に「希望試合」・住所・
氏名・☎を、返信用に住所・氏名を
書いて、①②は 7 月 14 日㈪までに、
③は 7 月 25 日㈮までに郵送（必着）。
はがき 1 枚につき 2 人まで問京都
サンガ F.C.「京田辺市広報ご招待」
係（〒 610-0102 城陽市久世上大
谷 89-1、☎ 55-7603）

トレーニングルーム
利用講習会
▼ 7 月 18 日㈮ 19 時～ 21 時▼

8 月 8 日㈮ 19 時～ 21 時▼ 8 月 24
日㈰ 10 時～ 12 時、いずれも田辺
中央体育館 市内に在住・通勤・通
学する 15 歳以上の人。中学生を除

く 田辺中央体育館トレーニングル
ームの登録・利用講習 1,000 円

各回の 7 日前までに来館か、 ・
往復はがきの往信用に「トレーニン
グ講習会希望」と希望日・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・☎・勤務先
または学校名（市外の人）を、返信
用に住所・氏名を書いて郵送。 は
件名を「トレーニング講習会希望」
とし、申し込み後 7 日以内に返信
がないときは☎で連絡問田辺中央体
育館（〒 610-0331 京田辺市田辺
丸 山 19、 ☎ 62-1501、 gym@
kyotanabe.jp）

市民総体
【秋山登山】
9 月 27 日㈯～ 28 日㈰、御嶽山（長

野県木曽町） 市内に在住・通勤・
通学する 18 ～ 65 歳程度。説明会・
トレーニング登山への参加が必要
先着 50 人 23,000 円。市山友会
会員は 22,000 円 申込書を 7 月
31 日㈭ 17 時までに持参・郵送・
ＦＡＸ・
【テニス競技団体戦】
8 月 24 日㈰ 9 時 30 分から、田

辺公園テニスコート 市内に在住・
通勤・通学する高校生以上 1 チ
ーム 5,000 円 申込書を 7 月 31 日
㈭ 17 時までに持参・郵送・ＦＡＸ・
【バスケットボール】
8 月 24 日㈰ 9 時から、城陽市総

合公園体育館 市内に在住・通勤・
通学する高校生以上の人が代表のチ
ーム 男子・女子・中学生の部 1
チーム 2,000 円 申込書を 8 月 1
日㈮ 17 時までに持参・郵送・ＦＡＸ・

【ボウリング】
8 月 24 日㈰ 9 時 30 分から、ス

テーションボウル新田辺 市内に在
住・通勤・通学する小学生以上 4
人チーム戦。個人参加は主催者がチ
ームを編成 1 人 1,500 円 申込
書を 8 月 8 日㈮ 17 時までに持参・
郵送・ＦＡＸ・

問 NPO 法人京田辺市社会体育協
会（ 田 辺 中 央 体 育 館 内、 〒 610-
0331 京田辺市田辺丸山 19、☎ 29-
9008、ＦＡＸ 62-1534、 jimukyoku@
kyotanabe-taikyo.jp）

早朝テニス
8 月までの毎週土・日曜日、祝日

（7 月 19 日 ㈯ ～ 21 日 ㈷、8 月 24
日㈰は除く）7 時～ 9 時、田辺公園
テニスコート 市内
に 在 住 す る 人 1
面 2 時 間 1,000 円

希望日の前月 26
日 9 時から前日 19
時まで受け付け問田
辺 中 央 体 育 館（ ☎
62-1501）

分、草内公民館▼ 13 時 30 分～ 15
時 30 分、東田辺公民館問健康推進
課（☎ 64-1335）

薬物の使用は
ダメ。ゼッタイ。
「やせられる」「気分が良くなる」

などの甘い言葉で誘われ、好奇心で
薬物に手を出すケースが多くみられ
ます。薬物は、「エース」「スピー
ド」などと呼ばれ、知らずに誘われ
ることもあります。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に手を出さない
という自覚が大切です問山城北保健
所（☎ 21-2912）

眼鏡ケース作り
7 月 28 日㈪ 13 時～ 15 時、環境

衛生センター甘南備園リサイクルプ
ラザ 市内に在住・通勤する人 不
要な布で眼鏡ケース作り 先着 8
人 300 円 7 月 7 日㈪ 9 時 30
分以降に☎問清掃衛生課（☎ 68-
1288）

看護介護再開発ｽｸｰﾙ
7 月 10 日㈭～ 8 月 21 日㈭（全

8 回。1 日だけの受講可）。いずれ
も 10 時～ 16 時、田辺中央病院健
康管理センターなど 看護師・介護
職の資格取得者で未就業の人 講
習・実習 25 人 無料。保育あり

申込書をＦＡＸ問田辺中央病院・中村
（☎ 63-1111、ＦＡＸ 63-2326）

コーラスかがやき
7 月 10 日 ㈭・24 日 ㈭、8 月 28

日 ㈭、9 月 11 日 ㈭・25 日 ㈭。 い
ずれも 14 時～ 16 時、中央公民館

唱歌をピアノ伴奏で合唱 300
円。かがやき会員 200 円問京田辺
ネットワークの会かがやき（中央公
民館内、☎ 62-2552）

思春期相談「なごみ」
7 月 10 日㈭ 10 時 15 分～ 12 時

45 分、女性交流支援ルーム 思春
期の子どもを持つ保護者など 思春
期の子どもについての相談に応じま
す。相談員＝上級思春期相談士の廣
澤真奈巳さん 2 人 無料 ☎で
申し込み問女性交流支援ルーム（☎
65-3709）

普通救命講習
▼ 7月 13 日㈰ 9 時～ 12 時、消

防署北部分署 10 人▼ 7 月 20 日
㈰ 9 時～ 12 時、消防署 15 人
AED（自動体外式除細動器）を使っ
た心肺蘇生の講習 無料 前日まで
に☎問▼消防署（☎ 63-1125）▼
消防署北部分署（☎ 65-0119）

かがやき
子どもクッキング
7 月 19 日㈯ 10 時～ 13 時、中央

公民館 小学生 パンケーキを焼こ
う。エプロン・三角巾・ハンドタオ
ル・布巾 2 枚・筆記用具を持参

旭日単光章
故永田勝さん（元田辺町議会議員）

叙勲・褒章
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【エアコン】

▼1日㈫～6日㈰
フォトクラブ七味：フォトク
ラブ七味
▼9日㈬～13日㈰
編みもの・手芸作品展：編物
教室
▼15日㈫～20日㈰
フォトの仲間京田辺写真展：
フォトの仲間京田辺
▼29日㈫～8月3日㈰
第２回東文化協会写真サーク
ル写真展：東文化協会写真サー
クル

先月号の答え：飯岡にあるのはゴロゴロ「山」古墳でした。

図書館だより

はがきに次の質問の回答と郵
便番号・住所・氏名・年齢・日
中連絡がつく電話番号を書いて
郵送してください。応募は広報
紙のほか、京田辺市ｅモニター
（たなモニ）でも受け付けてい
ます。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画
やご意見など
正解者の中から抽選で 3名様
に、水出し玉露・マイボトルセ

ットをプレゼントします。
個人情報は賞品の発送のみに
使用します。また、いただいた
意見や感想は広報紙などで紹介
する場合があります。なお、ご
意見に対する個別回答はできま
せんので、ご了承ください。
当選発表は、賞品の発送をも
って代えさせていただきます。
しめきり＝ 7月 15 日㈫（当
日消印有効）
申込・問合せ先＝秘書広報課

（〒 610-0393〈住所不要〉、☎
64-1320）

水出し玉露・
マイボトルセット３名様

【中央図書館】
▼毎週土曜日：午後 3時～
▼ 16日㈬：午後 4時～
【北部分室】
▼毎週土曜日（7月 26 日㈯
を除く）：午前 11時～
▼ 24日㈭：午前 11時～
▼ 31日㈭：午前 11時～
【中部分室】
▼ 16日㈬：午後 4時～

▼ 9日㈬：午後 3時 30分～
※おはなし会は各日 30分

熱中症は、室内や夜間でも起こります。高齢者は暑さを感じ
にくいため熱中症にかかりやすく、患者の約半数を占めます。
小さな子どもも注意が必要です。熱中症の予防ポイントを知っ
ておきましょう。
問合せ先＝健康推進課（☎ 64-1335）

【セアカゴケグモ（成体雌）】
毒を持つのは成体の雌です。
▼体長は足を除いて１cm程度
▼体は黒色で腹部が丸く、赤い
模様があります

セアカゴケグモは、植木鉢の下・
側溝のふたの裏などに潜んでいま
す。市内でも見つかっています。
少量の毒を持っていますが、攻
撃性はありませんので、落ち着い
て殺虫剤、靴で踏みつぶすなどで

退治できます。
もし、かまれたときは、すぐに
水で洗い、清潔にし医療機関に相
談してください。
問合せ先＝環境課（☎ 64-
1366）

環境省は、地球温暖化防止の
ため、「CO2 削減・ライトダウ
ン・キャンペーン」を呼びかけ
ています。
7月 7日の七夕は、電気を消
して、夜空の星を眺めましょう。
日時＝ 7 月 7 日㈪午後 8 時
～ 10 時

きょうたなべ環境市民パート
ナーシップが、家庭の省エネ度
合いを簡易診断！身近にできる
省エネ・節電の取り組み例を紹
介します。
日時＝ 7 月 15 日㈫午前 10
時～午後 2時
場所＝市役所 2階市民ロビー

そのほかにも…
▼急に暑くなる日は、体が気温の変
化に慣れていないため危険です
▼体調が悪いと感じたら、家族や近
くの人にそばにいてもらいましょう

風通しの良い涼しい
服装を。
日傘・帽子も着用し
ましょう。

こまめに水分補給を
行いましょう。

睡眠と栄養を十分に取り、疲
れをためないように
しましょう。

無理をせず、適度に休憩し涼
みましょう。

1

七夕は夜空を楽しもう
ライトダウンに参加

家庭の省エネ・節電
相談所でアドバイス

市
役
所
庁
舎
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
空
調
の
設
定
温
度
を
２８
℃
に
し
、
一

部
の
照
明
を
削
減
す
る
な
ど
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
出
時
に

日
差
し
を
し
の
げ
る
よ
う
、
公
共
施
設
を
「
ひ
と
涼
み
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し
ま
す
。

ひ
と
涼
み
ス
ポ
ッ
ト
＝
▼
市
役
所
▼
中
央
図
書
館
▼
北
部
・
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
▼
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
生
苑
・
常
磐
苑
▼
三
山
木
福
祉
会
館
▼
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
８
月

ま
で
）
▼
上
下
水
道
事
務
所
。
い
ず
れ
も
開
館
時
間
の
み
利
用
で
き
ま
す

み
な
さ
ん
も
、
不
要
な
照
明
の
消
灯
や
空
調
の
室
温
設
定
を
２８
℃
に
心
掛
け
る
な
ど
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）

セアカゴケグモに注意 !!　直接触れず退治

2

3 4

同
志
社
・
同
志
社
女
子
大
学
と
の

連
携
に
取
り
組
む
中
で
、６
月
２４
日
、

同
志
社
女
子
大
学
の
公
務
員
を
志
望

す
る
学
生
に
「
地
方
行
政
が
求
め
る

人
物
像
」
と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま

し
た
。真
剣
に
耳
を
傾
け
る
学
生
に
、

現
在
の
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
状
況

と
今
後
の
展
望
を
説
明
し
、
地
方
行

政
に
携
わ
る
こ
と
の
意
義
と
、
必
要

と
さ
れ
る
人
材
に
つ
い
て
、
私
な
り

の
考
え
を
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
（
＝
写
真
）。

学
生
に
は
、
地
方
分
権
に
よ
り
、

地
方
行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
の
厳

し
さ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
市

民
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
人
材
」な
ど
、

職
員
に
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
４
年
間
京
田

辺
に
通
い
、
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に
愛

着
も
湧
く
と
思
い
ま
す
。
京
田
辺
を

よ
り
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
持
っ
た
人
と
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
」
な
ど
、
若
い

み
な
さ
ん
に
求
め
る
熱
い
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。

同
大
学
を
卒
業
し
た
職
員
３
人
も

同
席
し
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は
公
務

員
に
必
要
な
能
力
を
肌
で
感
じ
取
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
大
学
か
ら
未
来
の
京
田
辺

を
支
え
て
く
れ
る
人
材
が
多
く
出
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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